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【研究の目的】

労災疾病等13分野研究・開発、普及事業

現代社会においては女性労働力の確保は経済復興の大きな柱と考えられ、

育児休暇制度や勤務形態の工夫など、子育て支援に対する世間の関心や政

策的援助が充実されつつあります。しかしながら、家族の介護に関しては

介護保険制度を利用しても家族の負担は大きく、女性が仕事を継続する上

での大きな問題となっています。総務省の就業構造基本調査(2012)によ

れば介護を理由とする離職者は年間14万人に及び、このうち82.3％を女

性が占めています。女性離職者のなかには仕事の継続を望みながら、介護

力不足のためやむを得ず離職する女性が少なくないと思われます。

介護には肉体的精神的ストレスを伴うことは容易に予測されるものの、

実際どのような因子が介護担当者のストレスになっているかの分析は未だ

多くなされていませんでした。また、ストレスの感じ方には個人差があり、

他覚的定量評価もストレス強度の把握には重要と考えられます。

今回の研究では、介護従事者の在宅介護従事者の介護ストレス因子の分

析を行うとともにと唾液中ストレスマーカーの測定によるストレス度の定

量を行い介護ストレスの実態把握を目的とする検討を行いました。

【方法】
１）質問票（Zarit介護負担尺度日本語版）による介護負担度の評価

２）心理テスト

GDS: Geriatric Depression Score 高齢者用うつ尺度
SDS:  Self-rating Dpression Scale 自己評価性抑うつ尺度
STAI： State-Trait Anxiety Inventory  状態特性不安尺度

３）生化学的ストレスマーカーの測定
唾液中コーチゾル 唾液中クロモグラニンＡ(CgA)

※ 巻末に質問票・心理テスト用紙を掲載
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【対 象】

労災疾病等13分野研究・開発、普及事業

中部労災病院神経内科通院中の神経疾患患者を介護対象者とし、介護対

象者と生計を一にしている介護者を対象としました。介護者の年齢、性別

は問いません。被介護者の被介護となった原因疾患については発症6カ月

以上の慢性神経疾患としました。介護対象者の介護度は介護保険認定によ

る要支援以上としました。

上記の条件で研究対象となった介護者は158人（男性42人、女性116

人、平均年齢65.6±8.9歳でした。介護対象者は158人(男性87人、女性

71人）で平均年齢70.2±9.8歳でした。妻・嫁の立場での介護者が50％

を超えていましたが、夫・息子といった男性介護者も25％に及んでいまし

た。介護者全体の就業率は17％、女性の就業率は60歳以上では０％、60

歳未満でも12％に過ぎませんでした。歳未満でも12％に過ぎませんでした。

（表１）
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【結果①】

労災疾病等13分野研究・開発、普及事業

① 介護者の不安・抑うつ度、介護負担度とその規定因子

介護対象者の重症度による介護者の抑うつスコア介護対象者の重症度による介護者の抑うつスコア介護対象者の重症度による介護者の抑うつスコア介護対象者の重症度による介護者の抑うつスコア
２１＞２１＞２１＞２１＞ ５６＞５６＞５６＞５６＞ １００＞１００＞１００＞１００＞ １００＜１００＜１００＜１００＜

GDSスコア(点）
GDSスコア(点）

GDSスコア(点）

週間当たりの介護従事時間

GDSスコア(点）

時間

⼥性

GDSスコア(点）

男性

P<0.05

⼥性

高齢者のうつ傾向を反映しやすいＧＤ
Ｓを検討すると、介護時間が長いほど
スコアが高い傾向があるものの、有意
差は認められませんでした。介護保険
制度による重症度（J<A<B<Cの順に重
度）でも抑うつスコアに大きな変化は
ありません。しかし、介護に従事する
女性や、非就労者では抑うつ度が有意
に高いことが示され、特に65歳未満
の女性で抑うつ度が高いことがわかり
ました。

就労者 非就労者

P<0.05

GDSスコア(点）
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労災疾病等13分野研究・開発、普及事業

介護対象者と介護者の続柄別に抑うつや不安の程度を検討してみると、
やはり女性は男性と比較して不安、抑うつスコアが高く、特に嫁の立場
の介護で抑うつが強いことが示されました。

介護負担度が高くなる要因としては介護対象者に認知症があること、問
題行動があることに加え、介護者に同居家族がいないことが負担度に影
響していました。仕事をしながらの介護は抑うつや精神的な不安は非就
労者に比較して低いものの、介護負担度は高い傾向にありました。
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労災疾病等13分野研究・開発、普及事業

② 介護者におけるストレスバイオマーカーの測定

【結果 ②】

バイオストレスマーカーである唾液中のコーチゾルは介護対象者の
認知症や問題行動、排泄介助の有無といった要因がある群で有意に

唾液中唾液中唾液中唾液中コーチゾルコーチゾルコーチゾルコーチゾル濃度濃度濃度濃度

認知症や問題行動、排泄介助の有無といった要因がある群で有意に
上昇していました。

唾液中唾液中唾液中唾液中CgACgACgACgA濃度濃度濃度濃度

唾液中CgAもほぼ同様の傾向を呈していますが、自覚的な介護負担
度や抑うつ度の低かった男性介護者において、精神的ストレスマー
カーであるCgAが上昇しています。
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労災疾病等13分野研究・開発、普及事業

介護を担当する女性の平均年齢は50代から60代であり、介護のみな

らず、配偶者の定年退職、子供の独立、自らの更年期など自らを伴う環

境の変化から、心身の変調を来しやすい年代です。この年代に介護の重

責が加わることが心身両面での大きなストレスであることは容易に想像

できます。

今回の介護ストレスに関する検討では、介護対象者の認知機能障害、

認知機能障害に伴う問題行動、排泄介助などの負担が介護者の抑うつ度

を強くする因子であることが示されています。特に嫁の立場で異性であ

る舅の介護に従事した場合のストレスは非常に大きいと考えられます。

就労者では非就労者に比較して抑うつ度が低く、バイオストレスマー

カーの定量においても身体的ストレスを反映する唾液中コーチゾルは高

【考 察】

カーの定量においても身体的ストレスを反映する唾液中コーチゾルは高

値を示すものの、精神的マーカーであるCgAは非就労者に比較して低値

を示しました。このことは介護担当者にとって働くことは、介護以外の

生活の場を持つことによって、｢疲れるけれども心は落ち着く｣という効

果が期待できることを意味しているのかもしれません。やむを得ず離職

していく女性たちに介護と就労の両立を援助する制度の確立が急務と考

えられます。

男性介護者については自覚的な介護負担度や不安・抑うつ度は女性介

護者に比較して低いにもかかわらず、唾液中CgAは上昇していました。

このことは男性介護者が自らの精神的ストレスを自覚していない可能性

が考えられ、適切な指導が必要と考えられます。介護ストレスコーピン

グにも性差が存在することを示す結果と考えられ、今後さらなる検討が

必要です。
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労災疾病等13分野研究・開発、普及事業

本研究における質問票・心理テスト用紙

① Zarit 介護負担尺度 日本語版
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労災疾病等13分野研究・開発、普及事業

② GDS(Geriatric Depression Score) 高齢者用うつ尺度
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労災疾病等13分野研究・開発、普及事業

③ SDS（Self-rating Dpression Scale）自己評価性抑うつ尺度
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労災疾病等13分野研究・開発、普及事業

④ STAI（State-Trait Anxiety Inventory）状態特性不安尺度
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労災疾病等13分野研究・開発、普及事業
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「働く女性のためのメディカル・ケア」分野研究者一覧
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本研究は、独立行政法人労働者健康福祉機構 労災疾病等
13分野医学研究・開発、普及事業により行われた。
※ 「女性のためのメディカル・ケア」

テーマ：働く女性における介護ストレスに関する
研究・開発、普及
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